
統計を読むときの5つの問い
数字の前に、対象・比較・ばらつきを確かめる

1　誰のデータ？

母集団と標本を分ける。回答者が偏っていれば、回答者の割合を全体へ広げられない。

例：常連だけのアンケートで満足度90％でも、離れた客の評価は含まれていない。

2　何を代表させる？

平均値・中央値・最頻値は別の特徴を表す。目的に合わせて選ぶ。

例：読書時間0・10・10・20・60分。平均20分、中央値10分、最頻値10分。

3　どれくらい散らばる？

同じ平均でも分布は違う。範囲、分散、標準偏差などで広がりを確認する。

例：10・10・10と0・10・20は平均10だが、後者の方が散らばる。

4　原因まで分かった？

相関は因果を保証しない。別の要因、逆向きの因果、選ばれ方を検討する。

例：暑い日にアイス販売と水辺の事故が増えても、アイスが事故の原因とは限らない。

5　図の軸はどうなっている？

単位・目盛り・ゼロの位置・期間を確認。軸を省略するなら明示し、元の値も見る。

例：50から55への増加は5、割合では10％。棒の見た目が6倍でも値は6倍ではない。

詳しく読む（PDF内の文字をクリックできます）

統計の用語

平均・中央値・最頻値

交絡

定義・補足資料は各解説記事の参考リンクを参照。数値例は説明用の作例。
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https://tk252525.work/statistics-terms/
https://tk252525.work/mean-median-mode/
https://tk252525.work/confounding/

